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今月のトピックス 

２月５日はプロ野球の日 
１９３６（昭和１１）年 2 月５日、全日本職業野球連盟の結成によりプロ野球が誕生しま 

した。当時は、東京巨人軍（読売ジャイアンツ）・大阪タイガース（阪神タイガース）・大東京

軍・名古屋軍（中日ドラゴンズ）・阪急（オリックスバファローズ）・東京セネタース・名古屋 

金鯱軍の全７チームが参加していました。現在のような 12 チームになるのは、１９５８（昭 

和３３）年のことです。 

●『やるぜ！星野ドラゴンズ』 児玉光雄/著 講談社 783.7/コ 

●『私のプロ野球 80 年史』 野村克也/著 小学館 783.7/ノ 

●『プロ野球にかかわる仕事』  ほるぷ出版 783.7 フ 

●『ミスタープロ野球・魂の伝言』 長嶋茂雄/著 PHP 研究所 783.7/ナ 

●『プロ野球感動名場面完全読本』 ニッポン放送/編著 ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ･ﾏｶﾞｼﾞﾝ社 699.6/フ 

●『ドラええ話 中日ドラゴンズとっておきエピソード 80』 中日新聞社 783.7/ト 

 

ボタニカルアート展（好評開催中） 
場所：図書館 1 階展示コーナー 

   
五輪ノ書 －平昌オリンピック・パラリンピックを応援しよう－ 

 

●『蒼い炎』1、2 羽生結弦/著 扶桑社 784.6/ハ 

●『フライングガールズ 高梨沙羅と女子ジャンプの挑戦』 文藝春秋 784.3/マ 

●『不屈の翼 カミカゼ葛西紀明のジャンプ人生』 日刊スポーツ出版社 784.3/オ 

●『下町ボブスレー 東京・大田区、町工場の挑戦』細貝淳一/著 朝日新聞出版 784.8/ホ 

●『パラリンピックの楽しみ方』 藤田紀昭/著 小学館 780.6/フ 

●『観るまえに読む大修館スポーツルール 2017』 大修館書店 780.3/ミ 

ボタニカルとは「植物の、植物学の」という意味。最近は「植物を積極的に取り入れる」

というイメージで、トレンドのキーワードとなっています。 

図書館入口の展示コーナーでは、美しく繊細に、綿密に描かれた「ボタニカルアート」の

展示をおこなっています。ボタニカルアート制作の手順や関連資料も併せて展示しています

ので、ぜひご覧ください。 

４年に１度の冬季オリンピック・パラリンピックがやってきます。図書館では、「本」の力

で選手を応援したいと思い、特設コーナーを作りました。名付けて「五輪ノ書」。まだまだ寒

い日が続きますが、本を読んで選手たちを熱く応援しましょう！！ 

 



 
新 着 図 書 

『牧野富太郎 植物博士の人生図鑑』  

コロナ・ブックス編集室／編著 平凡社 289.1 マ 

 

ベストリーダー 

先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

スマートフォン向け検索画面もでき、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/ 

休館日 

２7 日（火）（毎月第４火曜日） 

 

 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『米澤穂信と古典部』米澤穂信/著 ←新作短編も収録した〈古典部〉シリーズ 15 年のあゆみを網羅。 

『日本のすごい味』全２作 平松洋子/著 ←食エッセイの名手をうならせた日本各地のおいしい探訪記。 

『詳しくわかるひざ・股関節の痛みの治療と安心生活』 ←ストレッチで痛みを予防・軽減する方法を解説。 

『昭和こども図書館』初見健一/著 ←今なお読み継がれる昭和の児童書にまつわるエッセイ風ブックガイド。 

『吾輩は作家の猫である』高橋克彦/写真・文 ←著者撮影の愛猫の写真、小説、エッセイなどを集めた一冊。 

『画狂其一』梓澤要/著 ←江戸琳派の旗手として知られる鈴木其一の波瀾に満ちた生涯を描く歴史小説。 

『ニッポン全国和菓子の食べある記』畑主税/著 ←高島屋・和菓子バイヤーが太鼓判を押すお菓子を紹介。 

『草笛物語』葉室麟/著 ←「蜩ノ記」から１６年後を描く、羽根藩シリーズ待望の第五弾。 

『逆さに吊るされた男』田口ランディ/著 ←オウム真理教とは何だったのか？世紀の大事件を描く私小説。 

『ワットとスティーヴンソン』大野誠/著 ←蒸気機関等の発明者二人の生涯を追い、その発明の基盤に迫る。 

 

牧野富太郎は江戸時代末期の１８６２年、四国の山間に生まれ

ました。その頃の日本には、まだ名前も与えられていない植物が

たくさんあり、小さい頃から植物に強い関心のあった富太郎は、

その一生を植物の研究に捧げました。９４歳で亡くなるまでに多

くの植物を発見し、その名付け親になったのです。そして、植物

を描いた図解が多くの人の植物理解に役立つと考え、図解と解説

文を併せた植物の参考書「牧野日本植物図鑑」を刊行しました。 

“日本の植物学の父”と呼ばれる富太郎の生涯に迫ります。 


